
 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 いわき市中央台飯野四丁目 2-4 内 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 
合計 190 社（原木供給／8 社、製材／19 社、建材流通／20 社、プレカ

ット／13 社、設計／22 社、施工／68 社、その他／42 社） 
価格帯 1,000～1,500 万円 

代表者名 和田正光（株式会社エコ・ビレッジ 代表取締役社長） 価格の基準面積 100 ㎡ 

主な受賞歴等 
・応急仮設住宅の建設 768 戸、高齢者サポートセンター3 棟
・地域型住宅ブランド化事業採択 ・H23 国土交通大臣表彰
・H25 福島県功労者表彰（林業）

価格に含まれない 

項目 
屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 

担当：佐藤利恵 
[メール] satou@eco-vnet.com
[電話] 0246-28-0111 [ＦＡＸ] 0246-28-0116

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 

詳しくはお問い合わせください。

ホームページ

[地域型復興住宅のイメージと特徴] 

●私達の住む福島県は気候・風土・文化の違いにより、浜・中・会津と

三地域に分けられています。

その中で、街並にとけ込み地域コミュニティーの一員として新しい

街づくりとなる家。

●浜・中・会津それぞれの地域の優良な工務店が皆様の家づくりと

街づくりのお手伝いをします。

●2020年には、現在の長期優良住宅や ZEH（ネットゼロエネルギー・ハウス）

が標準的な新築住宅となります。

既に、それぞれの性能基準が定められつつありますが、これらの基準を

クリアーしているのが「ふるさと再生２００年の家」です。

091 
全木協福島県協会 
福島県全域 

[グループの特徴とメッセージ]

●全木協福島県協会はＪＢＮ福島と全建総連福島の 2団体で組織され、

参加会員は、全県にまたがりその地域特性を生かした家づくりに励んでおります。

●「ふるさと再生 200年の家」は、復興の為の家づくりを単に従前の家づくりの延長線上で進めるのではなく、

新しいふるさとを作る為に、長期に渡ってしっかりと暮らしを支える事の出来る優良な家、

しかも省エネ性能の高い家づくりをめざしています。

●地域でのネットワーク作りも、積極的に行っており、地域産木材の利用等も行い、地域の自然を守る一助を果たしております。 

福島県地域型復興住宅推進協議会 
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する 

住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。 

２階建てパース ２階建てプラン 


